
編集委員を拝任し約１年が経

過，任期は残り半分を切りました

が，今号から企画を担当した講座がスタートし，ようやく

委員会の正式メンバーになれた気がしています．

このところ学会誌において編集委員会以外では，「核融

合ベンチャー解説係」のような役割を担当することが多く

なっています．これは，近年，数多く設立されている核融

合関連企業の中でも最大手の米国・TAE テクノロジー社

との関わりによるものです．TAE 社は，「FRC」と呼ばれ

る磁場閉じ込め方式による核融合炉の実現をめざしてお

り，ポスドク時代に一時中断したものの，私も学生時代か

らこの方式を研究対象としてきました．FRC は，完全に直

交するポロイダル磁場とトロイダル電流のみで配位が形成

され，これがプラズマの熱圧力とつりあうことから体積平

均ベータが１００％に近くなる，いわば極限的なトーラス配

位です．

彼らと一緒に仕事をして最も印象的なのは，その研究・

開発のスタイルです．装置設計・建設時に明確なタスクを

設定し，１～２年の実験で目標を達成すると装置は解体さ

れ，また１年ほどで次期装置を建設するという驚異的な

ペースで研究に取り組み，多数の革新的な成果をあげてい

ます．世界中から集まった１７０名を超える専任スタッフが

一つの目標に向かって邁進する空気に，核融合研究の黎明

期もこの様な雰囲気だったのではないかと，思いを馳せた

りもします．

そういえば，１９８０年代に建設された当時としては最大の

FRC 装置「LSX」は，STI Optronics という民間の企業によ

り開発・研究されていました．STI 社も，全員が核融合プ

ロパーではないものの，１３０名を超すスタッフを抱えたベ

ンチャー企業でした．当時からFRCという特異なコンセプ

トは，ベンチャー気質を持つ人々を惹きつけていたようで

す．TAE 社との研究者の相互交流や学生の派遣などを通

して，老成円熟しつつある（?）核融合業界にいながら挑戦

的で刺激ある研究環境に身を置ける僥倖に感謝し，学生と

ともに今日も楽しく研究を行なっています． （浅井朋彦）
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